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達成度

自己
評価

外部
アン
ケート

総合
・教育課程について評価・検討するとともに、１・２
学期末に生徒へのアンケートを実施する。

A. A A

・各学科の特徴的な取り組みに沿って共同研究先の大
学を開拓するとともに、生徒の活動や関わりについて
検討する。 A. A A

・生徒指導の充実や保護者との連携の上に、面談を充
実させて生徒理解に努め、魅力ある学校づくりに積極
的に取り組む。１・２学期末に生徒へのアンケートを
実施する。

A. A A

・授業改善や授業研究に積極的に取り組み、評価方法
を工夫する。１・２学期末に生徒へのアンケートを実
施する。

A. A A

・授業改善推進委員会を中心に授業改善に取り組み、
教科や学科、学年で授業改善について取り組む。授業
公開や研究授業等を設定し、教員相互で参観し研究す
る。

A. A

3 生徒は確かな学力を身
に付けていますか。

・各教科の指導目標に基づいて授業を実施し、評価規
準に照らして評価する。シラバスを活用して授業の流
れや評価方法について周知するとともに、１・２学期
末に生徒へのアンケートを実施する。 A. A A

4 組織的・継続的な指導
を行っていますか。

・農業クラブ活動の大会参加（各種競技会、・年次大
会等）や生徒活動関係（文化祭、体育大会、部活動
等）を充実させるとともに、１・２学期末に生徒への
アンケートを実施する。

A. A A

・学期の始業や終業時、式典等に向けて生徒の意識を
喚起するとともに、身だしなみ点検を実施する。登下
校時や昼休み時間等に学校生活規則やマナー遵守の指
導のため巡回する。

A. A

・登下校時の挨拶運動や学校内での挨拶の励行を図
る。１・２学期末に職員や生徒へのアンケートを実施
する。 B A B

　
5 学校はいじめの防止や

早期発見に向けた取組
を積極的に行っていま
すか。

・生徒へのアンケートを実施し、結果を踏まえていじ
め対策委員会を中心とした組織的な対応を図るととも
に、学年会議や係会議において情報の共有化を図る。 A. A

・遅刻カードを利用し、保護者との連携や二者・三者
面談を活用した個に応じた遅刻指導を実施する。 C C C

・健康管理を意識を育成するとともに、個に応じた教
育相談的な対応を図り、保護者や養護教諭、スクール
カウンセラーとの連携を充実させる。

D D D

・二者面談による聞き取りや生徒指導、教育相談の充
実を図るとともに、保護者との連携を図る。１・２学
期末に生徒へのアンケートを実施する。 A. A A

7 計画的な指導を行って
いますか。

・定期的に進路情報を提供し、計画的な進路指導を行
う。進路指導室と資料提示を充実させ利用の促進を図
る。 A A A

8 生徒は自らの進路につ
いて真剣に考え、その
実現に向けて取り組ん
でいますか。

・年２回の進路ガイダンスや進路相談会を実施し、情
報を提供するとともに、生徒自身の適性理解につなげ
る。

A A A

・参加可能な学校行事への出席を促すとともに、１・
２学期末に保護者へのアンケートを実施する。

C C C

・提供が必要な情報の選定と確認を図り（教務、生徒
指導、進路指導､農場、各学科等）、係間の連携を密に
行う。 A A A

・配付物の適切な配付に努めるとともに、保護者宛
メールの登録を促し､その効果的な活用を図る。１・２
学期末に保護者へのアンケートを実施する。 C C

Ⅵ
教育デジタル化
に努めています
か。

10 ＩＣＴを活用した指導
を行っていますか。

・学習端末の毎日の持参と家庭での活用を促すととも
に、研修等で教員のICTについてのスキルアップを図
り、授業での効果的な活用を促進する。１・２学期末
に生徒へのアンケートを実施する。

A A A

11 ＩＣＴを活用した業務
改善を行っています
か。

・欠席や遅刻の連絡の方法が今年度から切り替わった
ことを周知するとともに、１・２学期末に保護者へア
ンケートを実施する。

A A

17)　ホームページ（ｗｅｂページ）を公開
し、毎月更新をしている。（Ａ　月２回以上
Ｂ　月１回　Ｃ　年６回以上　   Ｄ　年３回
以上）

20）　欠席遅刻の連絡をWEB連絡で行う
（行おうとしている）保護者が70％以上であ
る。（A　80％以上　B　７０％以上　C
６０％以上　D　６０％未満）

生徒の主体
的な進路選
択について
適切な指導
をしていま
すか。

生徒の充実した
学校生活につい
て適切な指導を
していますか。

2 生徒の実態に応じた指
導を行っていますか。

13）　学校での人間関係をスムーズに行って
いる生徒が80％以上である。（Ａ　90％以
上　Ｂ　80％以上　Ｃ　70％以上     Ｄ
70％未満）

生徒は健康で、規則正
しい学校生活を送って
いますか。

　
6

8)　頭髪服装指導、登校時指導、校内巡回指
導を定期的に行っている。（Ａ　定期的
Ｂ　月1回以上　　Ｃ　学期２回　      Ｄ
学期１回）

14)　学校から提供される進路情報が役立っ
ていると評価する生徒が70%以上である。
（Ａ　80％以上　Ｂ　70％以上　Ｃ　60％
以上      Ｄ　60％未満）

6)  意欲的に学習に取り組んでいると自己評
価している生徒が70%以上である。（Ａ
80％以上　Ｂ　70％以上　Ｃ　60％以上
Ｄ　60％未満）

5)　授業改善のための研修会や教員相互の参
観期間、研究授業等を年３回以上実施してい
る。（Ａ　年3回　   Ｂ　年2回　    Ｃ　年1
回　    Ｄ　年0回）

16)　PTA総会、学年保護者会、学校行事等
に１回以上参加している保護者が70％以上で
ある。（Ａ　80％以上　Ｂ　70％以上　Ｃ
60％以上    Ｄ　60％未満）

7)　生徒クラブ活動に生徒の70％以上が満足
している。（Ａ　80％以上　Ｂ　70％以上
Ｃ　60％以上      　Ｄ　60％未満）

11)　遅刻率は1.2％（8.1人/日）以下であ
る。（Ａ　0.8％以下　Ｂ　1.2％以下　　Ｃ
2.4％以下　      Ｄ　2.4％以上）

2)　地域交流、地域貢献的活動、高大連携研
究に全学科で取り組んでいる。（Ａ　全学科
Ｂ　5学科以上　　Ｃ　4学科以上　       Ｄ
3学科以上）

点検・評価　

方　　　　　　　　　　策

4)　授業に生徒の75%以上が満足している。
（Ａ　90％以上　　Ｂ　75％以上　　Ｃ
60％以上　       Ｄ　60％未満）

羅　　　　　針　　　　　盤

1
1)　コース制・選択科目等を導入している教
育課程（カリキュラム）に生徒の80％以上が
満足している。（Ａ　90％以上　　Ｂ
80％以上　　Ｃ　70％以上　       Ｄ
70％未満）

評　価　項　目

Ⅰ 特色ある学
校づくりに
努めていま
すか。

評　価　対　象 具体的数値項目

9Ⅴ 家庭、地域社会に積極
的に情報発信をしてい
ますか。

19)　ＩＣＴを活用した授業に生徒の50％以
上が満足している。（Ａ　60％以上　Ｂ
50％以上　Ｃ　40％以上      　Ｄ　40％未
満）

3)　学校が好きだと感じている生徒が70％以
上である。（Ａ　80％以上        Ｂ　70％以
上　　 Ｃ　60％以上         Ｄ　60％未満）

Ⅳ

開かれた学校づ
くりに努めてい
ますか。

Ⅲ

Ⅱ 生徒の意欲的な
学習活動につい
て適切な指導を
していますか。

15)　進路実現に向けて積極的に参加・取り
組んでいる生徒が70％以上である。（A
80％　B　70％　C６０％　D　６０％未
満）

9)　自ら進んで挨拶できる生徒が70％以上で
ある。（Ａ　80％以上　　Ｂ　70％以上
Ｃ　60%以上      Ｄ　60％未満）

12)  欠席率は1.7％（11.4人/日）以下であ
る。（Ａ　1.3％以下　Ｂ　1.7％以下　　Ｃ
2.2％以下　      Ｄ　2.2％以上）

特色ある教育活動を
行っていますか。

18)　学校からの配布物や配信されたメール
連絡に目を通している保護者が80％以上であ
る。（Ａ　90％以上　Ｂ　80％以上　Ｃ
70％以上　    Ｄ　70％未満）

10)　生徒へのアンケートを３回実施し、組
織的にいじめの未然防止、早期対処に努めて
いる。（Ａ　年３回以上　　Ｂ　年２回
Ｃ　年１回　　　Ｄ　年０回）

・学習指導に幅広くICTが用いられるようになったが、教育現場は世間的に
みるとかなり後進的な分野なので、一層積極的な活用を期待したい。
・ICTの活用はとても大切だと思います。ただ、植物動物等の学習において
は実体験が大切なのでICTと併用した学習が大切である。
・生徒がICTをうまく使いこなせています。
・指導内容への関心を高め、好奇心を育てるなど、自ら学ぶ意欲を育むため
に今後も積極的に活用してほしい。
・学習端末の更なる利用充実の可能性がある。研究授業で見る限りにおいて
は積極的活用も行われ、生徒も楽しんでいるように見受けられた。
・欠席、遅刻のWEB連絡化は業務改善に資すると思われるので、より積極
的な活用を図ることが望まれる。
・教育のデジタル化が進んでいると思います。

【達成状況のまとめ】
・学習活動や学校行事において学習端末を活用してきた。生徒、教員とも
に端末を活用することが習慣化してきている。
・欠席連絡をWEB連絡とすることで業務が大幅に削減できた。また、職員
会議等においてもICTを活用することでペーパーレス化を図り、業務を大幅
に削減できた。

【次年度の課題】
・BYODを意識し、学習端末の日常的な活用、効果的な活用ができるよう
に全職員で取り組む。
・デジタル採点システムのように、業務改善につながるツールを積極的に
導入する。

達成状況のまとめ及び次年度の課題

【達成状況のまとめ】
・各学科の専門性のある教育課程において、本校の特色を生かした学習活
動を充実させてきた。また、各学科で地域交流、地域貢献活動、高大連携
等を積極的に行った。
・定期的に二者面談、三者面談を行い、生徒理解に努めながら指導にあ
たった。
【次年度の課題】
・生徒がより充実した学校生活を送れるよう、学習指導、進路指導、HR指
導、部活動の指導、学校行事の運営等について、指導内容や指導方法を工
夫する。
・令和4年度からの新学習指導要領を踏まえた教育課程について、今後の農
業の将来性や地域の課題、生徒の実態等を踏まえて、教育効果がさらに高
まるよう検証する。

【達成状況のまとめ】
・基礎学力の定着に向けて、生徒にとって「わかる授業」、「主体的・対
話的で深い学び」を展開し、個に応じた指導を行った。
・校内研修として授業公開や研究授業等を行い、教員相互で高め合うよう
取り組んだ。
・ICTを活用した授業の工夫や、観点別評価を意識した指導の工夫等を行
い、指導と評価の一体化を図った。

【次年度の課題】
・BYODを意識し、ICT機器を積極的に活用していくとともに、教員相互の
授業参観を充実させることで、授業方法や評価方法に関する意見交換を活
発化させる。
・生徒の学習に対するモチベーションを高めるための工夫、枠組みを充実
させていく。

【達成状況のまとめ】
・各種発表大会や生徒クラブ行事について、生徒が主体的に活動できる場
を増やす等の工夫を行い、行事の充実を図った。
・頭髪服装指導等を定期的に行うとともに、日頃の生徒指導の充実を図っ
た。また、式典等に向けて身だしなみについて意識させるなどの取組を
行った。
・法令に則ったいじめ対策委員会やケース会議を行い、早期の課題の把
握、情報の共有化を図った。また、二者面談週間を設定し生徒が相談しや
すい環境を整える等、生徒の実態把握に努めた。
・家庭との連携を密にし、個に応じた対応を図るため、スクールカウンセ
ラー、教育相談係、外部機関等が連携して指導にあたった。

【次年度の課題】
・生徒の意見を行事に反映させるなど、生徒同士が主体的に行事に参加で
きるよう工夫していく。
・問題行動の未然防止のための指導、教育相談活動をより一層充実させ
る。
・遅刻率、欠席率ともに低い評価となった。「コロナ禍から通常の日常
へ」という変化に対応するのが難しい生徒が多かったものと推察される。
保護者との連携をより一層図るとともに、スクールカウンセラーや教育相
談係との連携を充実させる。

【達成状況のまとめ】
・各学年各学期毎に2回以上の進路ガイダンスを実施、生徒に対する進路意
識の向上を図れた。
・進路実現のために、ICT機器を活用し対面指導のみならず、オンライン上
でのきめ細やかな指導が実現出来た。
・各学年職員団との連携を深め、行事等円滑に進めることができた。特に3
学年については、複雑化する出願方法の対応は、とてもよく出来た。
【次年度の課題】
・進学者の増加に伴う、学費･奨学金や出願は生徒保護者の責任で行うこと
を指導徹底する事が大きな課題である。
・一般受験者の増加が見込まれるので、そうした生徒に対する指導体制の
充実化を図る。
【達成状況のまとめ】
・コロナ禍から通常の日常へ戻る中で、PTA総会や授業参観をはじめ、販
売会、文化祭等、保護者や地域に学校行事を公開する機会を増やすことが
できた。新しい入試に向けて、中学生向けの説明会や体験学習会を実施す
ることができた。
・WEBページを活用し、日々の生徒の活動等を発信した。
・メール連絡網を積極的に活用し、保護者との連携を図った。

【次年度の課題】
・感染症対策等に配慮した上で、学校行事の開催方法について工夫し、学
校行事への積極的な参加を促す。
・WEBページで発信する内容について精選し、より効果的な情報発信とな
るよう工夫する。
・保護者へのメール登録を徹底する。

・情報発信をよくしてもらっているが、情報の受け手のニーズを捉えると、
より効果的な情報発信になると考える。
・マスコミを利用して学校の活動を紹介しており、とても良い情報発信だと
思います。
・保護者とよく連携して指導している様子がよく見える。
・進路ガイダンスや相談会の活用によって、早期から損路を意識する環境が
整えられている。英語検定や漢字検定への挑戦を通して、進学のその後まで
に続く資格も意識されている。
・多忙な保護者が増えているためか、学校行事や学校発信の情報に対する積
極的参加や受け止めが多くない。保護者へのメール登録やホームページでの
発信を充実させる余地がある。
・新聞に学校の記事が増えることに嬉しく思っています。
・情報発信が出来ています。

・進路の情報提供を定期的に行っていて、またガイダンスや進路相談会など
も実施していて、きめ細かな対応をしている。
・生徒の希望に寄り添う対応が出来ていると思います。
・特に進路指導等、大変熱心に指導されていると聞いています。
・進学者が増え、さらに国公立大学への進学者が増えていることに誇りを感
じました。
・きめ細かく体系だった指導の成果が出ている。
・２年生の段階からキャリアセミナーへの参加などが行われていることで、
生徒にとって有用な情報に触れることが出来ている。進学率の向上を目指す
だけでなく、将来の様々な可能性について情報が提供されている。

学校関係者評価

・アンケート結果からも授業に満足してる生徒が95％を超えるなど、実態
に応じた指導がなされていると感じる。
・生徒の必要な学習活動に応える指導が出来ていると考えます。
・グループ学習等、先生方の工夫が感じられ、生徒たちものびのびと勉強し
ている姿を感じます。
・生徒が礼儀正しく大きな声であいさつができる。
・農業分野を取り巻く環境は大きく変化してきているので、今後もその動き
に対応した工夫を継続してほしい。
・研究授業でも分かるように、単なる座学を超えて、コンピュータやゲーム
を取り入れた指導もあり、知識の獲得・定着に心がけられている。
・発展途上の部分もあるが、統一テストの採用により、客観的な評価をつけ
られる方向性を目指している。
・研究授業を参観してみて、ICTの効果的な活用で深い学びの授業が推進さ
れていることを認識しました。

・県内唯一の農業高校としての特色がよく出ている。
・普通高校にはない特色があると思います。
・特色ある教育課程の編成やその実践推進などの成果が表れている。
・命ある授業は勢多農の最も大切なコンセプトと思い、先生方の努力に敬服
しています。
・地域交流等、地域貢献活動が積極的に進められています。感心しました
（和紅茶の普及等）
・スクールポリシーの策定により学校の特色が明確化されて、入学志望者に
とっても判断しやすい方向性がみえる。第一次、第二次、第三次産業がすべ
てバランス良く整うと評価される群馬県において、その将来像にマッチする
多様な分野にわたる教育に目配りされている。

・学校行事が充実しており、生徒の意欲を高める指導が組織的に行われてい
ると感じる。
・いじめ根絶には定期的なアンケートの他、常時指導の充実が欠かせないの
で、一層取り組んでほしい。
・生活のことは生徒自身に考えさせる機会を充実させてほしい。
・生徒の学校生活環境に対し、適切に対応していると思います。
・多様な生徒の存在に対応した、また、課程とよく連携した指導の成果が表
れている。今後も学校全体できめ細かく指導してほしい。
・クラブ活動の成果がはっきりと実現されていて、生徒の自己評価の向上に
役立っていると思われる。新聞等への掲載も励みになっていると思う。
・身だしなみ指導やあいさつ指導は持続的な取組を要するが、前向きに実施
している。
・生徒へのアンケートを重ねて行い、その情報を職員間で共有することによ
り早期発見、対応が目指されている。いじめ対策委員会も頻回に開催されて
いる。
・遅刻率、欠席率に課題はあるが、保護者、養護教諭、スクールカウンセ
ラーとの連携により、改善を目指す対策が取られている。


